
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

B B A
学力向上
進路

B B B 人文科学系列主任

B B B 健康福祉系列主任

B B A 工業技術系列主任

B B A 商業ビジネス系列主任

B A A
人権・同和教育担当
企画研修

A A A
生徒指導
教育相談

B A A さが誇り

B A A
保健厚生
体育科
家庭科

B B B 生徒指導

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 B B B 管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

〇生徒会活動 B B B 生徒会

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

意見や提言取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果

・３年生の就職希望者の内定率１００％を達成しており、また進学に関
しても高い水準を達成している。また、「基礎学力の定着」「進路意識」
についても、おおむね目標を達成できていると思われるため、Aが適
当である。

○基礎学力の定着と進路意識の向上 〇【進路】進学希望者に対しては、模試等を活用し必要な学力を育成す
るとともに、志望校への合格率１００％を目指す。就職希望者に対して
は、希望する企業への就職内定１００％を目指す。
〇【学力向上】日々の朝学習「マナトレ」において、小テストの合格率９
０％以上を目指す。

・【進路】１年次の生徒に対しては、基礎学力の定着及び進学等希望者への目的意識と
必要な学力の支援を行う。２年次３年次の生徒に対しては、進路ガイダンス等を通じて
進学先・就職先の研究を行う。
・【学力向上】全学年で朝の学習を実施する。特に１年生については、学習用端末で
「Classi」を利用し多様な学習の機会を設ける。２年生については、学習の取り組みと振
り返りを徹底させるために、正副担任が学習記録表のチェックを定期的に行う。

・進路：進路ガイダンスの企画運営や企業説明会への参加、補習
や模試の実施、進路情報の提供などを行い、生徒たちの進路意識
向上に取り組んできた。特に３年生は放課後補習や個人指導を通
して基礎力を付けながら、進学希望者は志望校合格への実力を付
けているところである。就職希望者については粘り強く指導をして
きた結果、内定率１００％を達成したところである。
・学力向上：朝の学習の時間に、中学校までの復習を中心に問題
を解かせたり、放課後に追指導を行ったりして、基礎力の定着を
図っている。

・３年生の就職希望者は内定率１００％を達成できて大変良かった。現時
点での３年生進学希望者の合格率は９４％となっており、全員が合格を勝
ち取るまで粘り強く指導を継続していく。１・２年生は進路指導主事講話や
進路ガイダンス・企業説明会・大学訪問・進学説明会・補習・模試等を通じ
て学力向上を図りながら個々の進路研究に取り組んできた。進路閲覧室
に多くの生徒たちが来るようになり、進路意識の高揚が見られた。
・朝学習で中学校までの学習内容を復習しながら、マナトレテストで８割を
取れなかった生徒には別時間を設けて基礎力定着を図った。

●学力の向上

○資格取得の奨励と学力及び専門性の向上

○商業ビジネス系列…全商検定３種目以上１級取得者５名以上を目指
す。（高度資格取得への奨励）
〇高大連携事業を軸に「第2回多久高マルシェ」を開催し、昨年度以上
の売上金を目標とし、企業・地域と連携した実践的な学びを推進する。
（大学進学希望増を目指す）

・生徒の進路保障という面において、しっかりとサポートを行ってもらっ
ているが、具体的な目標数値が示されていなかったため、評価しにく
い部分がある。学力向上についても一定の効果を出していることか
ら、Bが適当である。生徒の進路実現に向け、今後も尽力していただ
きたい。

・継続的な取り組みを行っていることは評価できるが、目標に届かな
かったことに関しては、なぜ届かなかったのかを分析してもらい、来年
度に生かしてもらいたい。Bが適当である。

・目標に対して十分に成果があげられていると考えられるので、Aが適
当である。

・検定において目標を達成しており、またアントレプレナーシップが２
年目であるが、昨年度よりも質の高いものになっているということか
ら、Aが適当である。

学校名 佐賀県立多久高等学校

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

●健康・体つくり
●「安全に関する資質・能力の育成」

・工業技術系列：資格試験の情報を速やかに確実に生徒へ伝える。生徒の希望により
総探テーマに難関資格取得を設ける。

・商業ビジネス系列：企業の即戦力となるビジネススキルを身につける。各学年ごとに科
目の目標を周知し、資格取得に向けた学びを推進する。
・高大連携事業で、実践的なビジネス教育を展開し、店舗経営に向け商品の仕入・値付
け・販売・経理にいたるまで、知識だけでなく、多くの経験を積ませることで、「リスクを恐
れず一歩踏み出す勇気」の高揚を図る。

・年間を通して複数回のQUテストやいじめ実態調査を実施し、いじめのない学級・学校
づくりに努める。対策が必要な場合は、スクールカウンセラー等の専門家も交えて対応
する。

〇人文科学系列…基礎力診断テストにおけるＣ、Ｄランクを減少させ、成
績下位層の底上げを図る。また、成績上位層に対しても確かな学力の
定着を図ることで、全体的な学力向上を目指す。
〇４年制大学や短期大学など上級学校への進学希望者に対して、進学
率１００％を目指す。

〇健康福祉系列…介護職員初任者研修の内容を充実させ、確かな知
識と実践的な介護技術の習得を目指す。福祉住環境コーディネーター
検定３級の合格率８０％を目指す。

〇工業技術系列・・・三級技能士などの取得向上、ジュニアマイスターシ
ルバー基準達成者３名以上を目指す。

主な担当者

・手帳アンケートにおいて、「生活を改善できた」回答は３８％という残念な
結果になった。手帳指導が形骸化していると考えられる。次年度は「帰り
のＨＲで手帳にメモを取らせる」等の工夫が必要。活用できている生徒は
様々な面で効果が上がっているようだ。
・総探については、「成長できた」回答は、９６％であった。内容の質は指導
者の力量によるところも大きいが、生徒の満足度は高かったようだ。

B

・「多久高だより」等で学校の魅力を発信していることは評価できる。
今後は学校の魅力をより多くの人に知ってもらうための手立てが必要
だと思う。SNSを用いた広報も一つの手立てではないだろうか。学校
評価アンケートのより良い結果や地域行事へのボランティアへの積極
的な参加などは今後も継続してもらいたい。評価はBが適当である。

管理職
教務
企画研修

○ICT教育

〇ＩＣＴを活用した授業改善
〇オンライン授業の技術の向上

〇Microsoft TeamsやFoams、Winbirdによる授業等を実施することがで
きる職員の割合を80％以上、各種アプリケーションの操作ができる生徒
の割合を85％以上にする。
○「学校はＩＣＴ機器を利用するなどして、わかる授業や力が付く授業を
行っている」と答えた生徒・保護者の割合を70％以上にする。

・オンラインＨＲなどの研修を実施し、ＩＣＴ活用の機会の充実を図る。
・１人１台端末を活用し、Microsoft TeamsやFoams、Winbirdの機能を利用して、自分の
意見・考えと他者の意見・考えを比較したり共有したりするなど、理解や考えを深める活
動を行う。 B

・Teamsを活用したオンラインHRでは、１年生全員が参加でき操作
方法を再確認できた。
・多くの教科で、TeamsやWinBirdを用いて１人１台端末を活用した
授業を行い、意見を共有したり共同編集を行うなど、協働的な学び
に取り組むことができている。
・FormsやClassi、百問繚乱などのソフトウェアを活用することで、
教員の業務の効率化を図ることができた。

A

・Teamsを活用したオンラインＨＲやFormsやClassiを使用してのアンケート調査を
実施したことで、ＩＣＴ活用の機会が増え、操作を身に付けさせることができた。
・多くの教科で、TeamsやWinBirdを用いて１人１台端末を活用した授業を行い、
意見を共有したり共同編集を行うなど、協働的な学びに取り組むことができた。
・学校評価アンケートでは、「学校はＩＣＴ機器を利用するなどして、わかる授業や
力が付く授業を行っている」と回答した生徒・保護者が共に約90％であった。ＩＣＴ
を活用し、分かる授業や力が付く授業を展開できていると評価できる。

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と県内外への情報発信
★地域課題の解決に向けた取組の充実

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合８０％以上、教
職員の割合８０％以上を目指す。
★部活動や学校行事・地域行事など様々な活動に挑戦し、積極的に取
り組む生徒の割合80％以上にする。

・学校HPの月に1回以上の更新を行う。
・学校通信「多久高だより」を活用し、学校の魅力を積極的に発信する。また、Ｉｎｓｔａｇｒａ
ｍなどＳＮＳの活用を検討し、より広く情報発信ができるようにする。
・学校行事等への生徒の意見反映を行うとともに、総合的な探究の時間や地域行事へ
の参加などを通して地域の課題を把握し、解決策を考えるなどの活動を行う。 B

・学校HPは、月1回以上更新することができている。
・学校通信「多久高だより」は今年度より教務以外の先生方にも編
集を担当していただいたことで、様々な情報を発信できている。
・「こども食堂」や「夏祭り」など、要請を受けて様々な地域行事にボ
ランティアとして参加するとともに、地域創生会議等へも参加してい
る。

〇生徒会活動・部活動等の活性化
〇生徒会行事の充実化
〇式典等の進行を生徒会役員にて行う

B

・手帳の活用は、今後見直しも含めて考えたほうが良いのではないだ
ろうか。スケジュール管理をする観点では、TeamsなどICTを活用した
ものにすることを考えてもよいのではないか。評価はBが適当である。

企画研修

・生徒会ミーティングなども潤滑に行い、行事の見直しや工夫を
行っている。
・学校行事や儀式集会では、生徒会役員が運営・司会進行を行っ
ている。
・生徒会役員が生徒活動員やボランティアに積極的に参加してい
る。

B

・学習指導や資格取得に向けた取組を一層進めるとともに学校の魅力をより多くの人に知ってもらうために広報活動を行い、学校教育目標である「自分の夢を形に」を実現している多久高校のイメージを強化する。
・生徒が主体的に活動し、挑戦する心を持ち、充実感・達成感を味わうことができる体験を重ね、プライドと品格を持った学校を目指す。
・安心・安全な学校を作っていくために、いじめの未然防止や道路交通法改正による変更点、特に16歳以上の青切符導入や自転車の交通違反についての周知・指導も含め、関係機関との連携を密にする。

A

・目標に対して達成できており、評価はAが適当である。ICT機器の活
用は今後も積極的に行ってもらいたい。

教務

・毎週月曜日を「手帳指導の日」とし、朝ＨＲの時間に担任を中心
に指導している。手帳を自己管理のツールとして活用できている生
徒もいるが、そうでない生徒も多く見られる。「手帳指導の日」のみ
ならず、全職員が折に触れて活用を促すことが必要である。アン
ケートについては３学期実施予定。
・総探についても、アンケートは３学期実施予定。

B

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付
ける教育活動

○「道徳教育の全体計画」に基づく授業実施及び人権・同和教育行事で
「理解できた」とする生徒の割合８０％を目指す。
○小高連携交流授業の満足度８０％を目指す。

・人権・同和教育に関するＨＲや講演会、教科・科目（「公共」「社会福祉基礎」「保健」
等）における人権教育により、他者理解や人権意識の伸長を図る。
・小高連携交流授業により、他者理解や人権意識の促進を図る。

６　総合評価・

　　次年度への展望　（簡潔に）

○キャリア教育

〇手帳指導（「自己管理能力」の育成）
〇「総合的な探究の時間」の充実

○手帳活用アンケートで「生活改善できた」旨の回答７０％以上を目指
す。
○「総合的な探究の時間」の指導要領に沿った学年・系列指導の充実を
図り、事後アンケートで「自身の成長につなげることができた」旨の回答
７０％以上を目指す。

・学年、教科系列、部活動における手帳の活用及び指導を促進する。毎週月曜日の朝
自習時間を手帳指導にあて、必要に応じて声かけを行う。
・生徒及び職員への啓発、情報提供、資料配付、呼びかけを随時行う。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ・いじめ事案に関しては、覚知した段階で、早期に丁寧な指導を行っ
てもらっている。今後も未然防止のために、現在行っている取組に加
えて道徳的な視点からのアプローチやSNSの使い方等の指導も継続
してもらいたい。Aが適当である。

・令和8年4月1日から自転車の交通違反に青切符が導入されるとのこ
となので、生徒に対してしっかりと注意喚起を行っていただきたい。ま
た、ヘルメット着用は、自分自身の身を守るための行動であることを
十分に理解させてほしい。評価はBが適当である。

・部活動の未加入者や中途退部者や転部者が多いことは残念であ
るが、生徒会の活動がより活発化しているようで素晴らしい。今後も
より発展させていってもらいたい。評価はBが適当である。

・年度当初の対面式と部活動紹介を同日にするなど工夫し、勧誘に努める。
・入部受付期間を延長し、入部を迷っている生徒に声をかける期間を設ける。
・生徒会役員のミーティングを密にし、行事の見直しや工夫を行う。
・生徒会役員の司会進行については、リハーサル等を行い式典については全て行う。

〇「生徒会行事に積極的に参加できた」と答える生徒を８０％以上にす
る。
〇生徒会役員にて式典等の司会進行100％実施する。

・生徒会活動は、部活動加入率向上や生徒会ミーティングなども潤滑に
行っている。
・年間を通して行事が潤滑に行えるように、行事の見直しや工夫を行って
いる。
・学校行事や儀式集会では、生徒会役員が運営進行を行っている。
・地域のボランティアや生徒会活動に積極的に参加している。

・人権・同和教育に関するHRは計画通り実施できた。講演会は予算がな
いため講師の選定が難航している。今年は就職試験の際の不適切質問
が昨年より増えたので、生徒の人権意識が高まっていると考えられる。
各教科、科目による人権教育は進んでいるようである。
・小高連携事業については１２月に実施予定。

〇職員の共通理解、共通認識により、いじめ防止、事案対処等について
組織的対応ができていると回答する教員の割合を１００％にする。

・常日頃の十分な教材研究による創意工夫された授業や個々の生徒の能
力に応じた学習指導、進学希望者に対する３年生の放課後補習授業や各
学年の長期休業中の補習授業により、県下一斉模擬試験で好成績を収め
る生徒や一般入試で学科試験による1次試験を合格する生徒が出るなど、
生徒の学力向上について一定の効果を出せていると考える。
・次年度も、引き続き、各系列に合わせた指導方法を再確認・改善しつつ、
個々の生徒の能力に応じた学習指導を行っていきたい。

・福祉住環境コーディネーター検定試験については、合格率が目標の80％
に達しなかった。今後は、生徒個々の能力に応じた個別学習を計画的に
行い、次年度の学習指導につなげていきたい。
・外部講師による授業をはじめ、高大連携授業として、西九州大学の出前
講座等を実施したことにより、系列生徒の学習の幅を広げることができ
た。また、２年次の施設実習においては、市内の各施設と連携し実施する
ことができた。
・ジュニアマイスターゴールド基準達成の１名が60点を超える特別表彰を
受け、シルバー基準達成者が１名、ブロンス基準達成者が4名と昨年度よ
りも減少したが、今年も特別表彰が出るなど大いに評価できた。

・３年生の全商検定３種目以上１級取得者は、６名（4種目5名、3種目1名）で、目標達成できた。
・２年生は、補習計画を立案し、全員で取り組む指導を行った結果、簿記2級（30.8%）、情報処理2
級（76.0%）の合格率であった。
・高大連携アントレプレナーシップ教育の目標に基づき、最後まで頑張りきる生徒の育成を目指し
た。多久高マルシェ（3/7,8）では、昨年度以上の売上目標達成を目指し、商業科全体で取り組んで
いく。

・進学希望者に対する長期休業中の補習については、計画通りに実施した。各
種模擬試験に対しても、３年生を始めとして進学希望者は意欲的に受験してい
る。
・本校生徒全員が受験する基礎力診断テストでは、各系列で学習する教科内容
が違っていることもあって、２・３年生ともにクラス間の差が少しあったが、許容
範囲内にあると考える。また、各学年全体の平均については、３年生4月におい
て「前年度と同じ」であり、引き続き、個々の能力に応じた学習指導を気をつけて
行っていきたい。一方、２年生７月においては、学年全体の成績が若干下降気
味にあるので、各系列に合わせた指導方法を再確認・改善しつつ、学習指導を
行っていきたい。

・11月実施予定の福祉住環境コーディネーター検定試験に向け、
定期的に課題のや個別指導の実施をしているところである。今後
は模試を複数回実施し合格率向上に向け、さらに指導を継続して
いきたい。
・介護職員初任者研修の内容の充実に向け、外部講師の授業や
施設実習の実施などにより、実践的な介護技術の習得ができてい
る。
・11月時点でジュニアマイスターシルバー基準達成者が２名、年明
けに結果発表される資格に挑戦している生徒が数名いるので上積
みを期待している。

・１１月実施の全商ビジネス計算実務検定、ビジネス文書実務検定、1月実施の
簿記検定、情報処理検定を目標に、引き続き商業科全体で情報共有をしながら
学習指導を実施する。また、昨年度より２回目となる高大連携アントレプレナー
シップ教育プログラムを後期より導入することで、生徒の意識の高揚を図り、ビ
ジネス教育の活性化につなげていきたい。本校の商業系列の特色として位置づ
けていきたい。

・課題の活用により、個々の能力に応じた教科指導を行い、全体的な学力向上を目指す。
・上級学校への進学希望者への指導を工夫し、一般入試にも堪えうる学力の育成を目指
す。
・各検定（日本語検定・漢字検定・英語検定）の受験を奨励し、指導を通して資格取得を目
指す。

・健康福祉系列：外部講師（福祉専門職）による授業を通し、実践的な学びの機会の充
実を図る。小テストや補習を計画し、確実に知識や技術を身につけることができるように
する。生徒個々の能力に合わせ、個別の学習指導を行い検定合格率の向上をめざす。

○佐賀県や多久（地元）の先人の偉業や自然と環境の保護について学
び、佐賀県への誇りと愛着を感じる生徒の割合を80％以上にする。

・地域の先人や自然、伝統文化に関するフィールドワークや佐賀の歴史や文化、産業な
どに精通する講演会を実施する。

●「健康に良い食事をしている」生徒90％以上 ・食に関する実態調査から課題を把握するとともに、生徒の食の自己管理能力を育成
するために、心身の健康と食の関わりについての理解を促すなど、食に関する指導を
学校教育活動全体を通して行う。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守する。
●年間20日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年次休暇の取得日数
14日以上。

・会議1日前までに資料を配付し会議時間の短縮を図る。
・時間外在校時間を意識した業務遂行を心掛ける。
・県設定の閉庁日期間に夏季休暇５日間を取得するように呼び掛ける。
・年次休暇の取得日数１４日を達成できるよう、３か月程度毎に呼びかける。

・会議資料を電子化することで、資料印刷の時間の大幅な削減ができており、ま
た、前日配布を行うことで、会議時間の短縮につなげることができている。
・時間外の勤務をできるだけ減らすように、職員間で協力し合い、業務分担を
図っている。
・夏季休暇５日の取得については、達成できている。
・年次休暇の取得について、３か月程度毎に呼びかけてはいるが、なかなか取
得日数の増加につながっていない。

・本校生徒の登校中の姿や自転車の交通マナーを見守るためにも、毎日の登校指導を
継続して行っていく。
・交通安全意識の向上を図るための交通講話を実施する。
・全校が集まる機会に交通に関する注意喚起を行っていく。

○交通法規等の遵守を常日頃から指導をし、被害だけでなく加害事故
についても、生徒の交通事故をゼロにする。

◎★佐賀県や多久（地元）への愛着を醸成するための教育

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」

・学校HPや学校通信「多久高だより」の発行により、学校の魅力を積極的に発信す
ることができた。学校HPについては、更新頻度を高くし、よりタイムリーな情報の発
信を行いたい。
・学校評価アンケートでは、自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合
86.2％、教職員の割合82.8％であった。職員・生徒いずれも80％以上が本校を肯定
的に評価しており、中学生にも勧めることができる学校であると評価できる。
・レオクラブを中心に様々な地域行事にボランティアとして積極的に参加するととも
に、多久市の地域創生会議等に参加するなど地域の課題解決に向けた取組を行う
ことができた。

B

・学校内において働き方改革を進めていただいてはいるが、より一層
先生が働きやすい環境づくりに努めていただきたい。年次休暇は目標
までは取っていただきたい。評価はBが適当である。

・食への関心の高さは、健康にもつながり、良いことだと思うので、こ
のまま継続してもらいたい。目標を達成しているので、Aの評価が適
当である。

・小高連携事業において、生徒主体で運営ができたことに対して、大いに評
価できる。また小学生からの評判もよかった。また、人権・同和教育はほぼ
計画通りに進められているとのことであり、今後も継続していただきたい。
よってAが適当である。

・今年度の講演会については、３学期に実施予定。 ・１月に佐賀県庁より講師を招いて講演会を実施。「SAGA2024」が話題の
中心であり、生徒も興味をもって聞いていたようだ。事後実施のアンケート
結果を見ても好評であった。

・地域の文化や歴史に触れる機会が得られたり、地域とのつながりを
感じることで、地域に対する愛着が育っていると思われる。地域ととも
にある学校として今後も継続してもらいたい。高い地域への愛着があ
るようでうれしく思う。評価はAでよいと思う。

・家庭基礎や保健など食に関わる教科・科目の授業を中心に、心
身の健康と食の関わりについての理解を促すことができている。
・食生活に関する興味・関心は高く、自身で調理等をする生徒も多
いが、清涼飲料水や菓子類の摂取が多い状況が見受けられるた
め注視していきたい。

・食に関する指導全体計画に沿って、各教科等で確実に指導を行うことができ
た。
・「健康に良い食事をしている」生徒の割合は92.2％で、例年より割合が高かっ
た。健康でいるために食事は大切と回答した生徒が100％であり、心身の健康と
食の関わりについて理解している生徒が増えていると評価できる。
・簡単な調理ができると回答した生徒も増えているため、引き続き、食に関する指
導を学校全体で行い、食への関心を高めていくことが大切であると考える。

・令和7年10月28日に交通スケアードストレート教室を実施し、交通事故の
恐ろしさを実感することができ、交通法規やマナーなどを自覚することがで
きた。来年度も継続して交通事故防止のための活動を推進する。
・令和8年4月1日から自転車の交通違反に青切符が導入されることを受け
て、管轄の警察署から具体的な内容について講話をしてもらい、生徒への
周知と注意喚起を促す行事を実施した。。

・10月下旬に県警の指定のより、交通スケアードストレート教室を
実施する予定で、交通事故予防についての知識や情報の習得に
努める。
・2026年4月1日の道路交通法改正による変更点、特に16歳以上
の青切符導入や自転車の交通違反について、警察から講師を招
いて講話を行う。

・年間を通して、予定していた複数回のＱＵテスト及びいじめ実態調査を実施し、
いじめの覚知があった場合は、直ちに関係生徒等に聞き取り調査を行い必要に
応じて校内対策会議を開催して早期解決に向けた取り組みを行った。事案０に向
けた更なる取り組みの継続が必要である。

・計画通りに、ＱＵテスト及びいじめ実態調査を実施するとともに、
必要に応じて校内対策会議を開催しながら、関係職員の共通理解
のもと、いじめの早期対応に向けた取り組みを実施できている。

・小高連携事業は１２月に実施。約１５０名の小学生が参加。今年度より３
年は全員参加となり、生徒主体の講座運営ができたのではないかと考え
る。小学校からも概ね好評であった。
・人権・同和教育は今年度は職員対象の研修が各学期毎に実施すること
ができた。また、就職試験の際の不適切質問の報告が昨年度より増加し
た。これは人権・同和教育のHR等により生徒の人権意識が高まっている
ためと考えられる。各科目・教科による人権教育もほぼ計画通り実施され
た。

・運営委員会・職員会議の資料については電子データ化し、印刷時間の大幅な
削減及び会議時間の短縮につながった。
・時間外の負担軽減については一定の成果を上げることができたが、業務が集
中しそうな職員に対しての支援体制を充実させるまでは至らなかった。
・夏季休暇は完全に取得できたが、年間の年次休暇の取得は、12.4日で目標に
は届かなかった。

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

スクールミッション 〇中部地区唯一の総合学科高校として、キャリア教育と４つの系列教育（人文科学・健康福祉・商業ビジネス・工業技術）の特性を活かした豊かな学びを提供すること。

〇各系列の強みを生かし、地域課題の解決に貢献する人材を育成すること。

学校教育目標 「自分の夢を形に」…校訓「仁愛・自主・創造」のもとに、教職員と生徒が敬愛と信頼のなかで、文教の風薫る校風の創造をめざすとともに 自らの夢を描き、目標に向かって挑戦する意欲を持ち、

その実現へ前進する「知・徳・体」の調和のとれた、心身ともに健全な生徒を育成する。

１ 前年度

評価結果の概要（簡潔に）

・学習指導や資格取得に向けた取組を一層進めるとともに広報活動に努め、学校教育目標である「自分の夢を形」を実現している多久高校のイメージを強化する。

・道徳的なアプローチを通して、いじめの未然防止に努める。また、いじめの早期発見のため、関係機関との連携を密にする。

・生徒が主体的に活動し、挑戦する心を持ち、充実感・達成感を味わうことができる体験を重ね、プライドと品格を持った学校を目指す。

３ スクール・ポリシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

〇自らの夢を描き、進路目標を実現するために積極的に学習や専門的な

知識・技術の習得に取り組む生徒を求めます。

〇学習のみならず、部活動や学校行事・地域への貢献など、

様々な活動に挑戦し、積極的に取り組む生徒を求めます。

〇「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」をキャリア教育の中核とし、”自分の夢

を形に”するために、自己を見つめ、将来の進路について学ぶ教育課程を設定します。

〇共通科目（普通教科）及び４つの専門系列（人文科学・健康福祉・商業ビジネス・

工業技術）の専門教科の多様な科目から学びたい系列・科目を選択し、基礎学力の向

上と専門的知識・技術を学ぶための教育課程を設定します。

人文科学系列 自己実現のための基礎力を醸成し、考える力を育成し、対話等を通じてあらゆる事象に対応できる

人材を育成します。

健康福祉系列 福祉の知識・技能の習得とともに、福祉マインドを身につけ、健全で持続的な地域福祉を支える

人材を育成します。

商業ビジネス系列 商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、ビジネスをはじめ

地域産業社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を持った人材を育成します。

工業技術系列 工業の基礎的分野の実習等を通して、様々な技術や技能を理解・習得し、健全で持続的な地域産業の

発展を支える職業人として必要な資質・能力を持った人材を育成します。

４ 本年度の重点目標

①わかる・力が身につく授業の実践 ・・ 基礎学力の向上、専門的な知識・技能の習得

②進路保障 ・・・・・ 進路ガイダンスの充実・強化、3年間を見通した指導体制の充実

③進路意識の向上と職業観の育成 ・・・ 産業社会と人間、総合的な探究の時間の充実による育成

④自己表現力の育成 ・・・・・ 思いやりを大切にした円滑な人間関係を作る心の育成

⑤生徒が主体的に取り組む姿勢の育成・・ 生徒会活動の活性化、部活動の充実、読書活動

ボランティア活動、アントレプレナーシップ

⑥学びのための環境づくり ・・・・・ 環境美化、心身の健康、生徒への支援

⑦地域との連携 ・・・・・ 小高連携事業、地域に根差した信頼される学校づくり

⑧働き方改革の推進 ・・・・・ 校務分掌や学年の協働意識を高め、職務の効率化と生徒への指導

の充実を図る

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


